
広報
No.1562│平成28年│2016.1.1

©2001
スタジオジブリ

マイナンバーの「通知カード」を
受け取っていない方へ	 2面

年始のごみ収集開始日を
ご確認ください	 2面

成人を祝福するつどい（成人式）	 3面

市からのお知らせ	 7面から

今号の紙面から

新 春 号

学びと
ともに
歩むまち
三鷹

　市内には、「杏林大学」「国際基督教大学」「ルーテル学
院大学」をはじめとする多くの優れた教育機関がありま
す。各大学では、特色ある教育を実践するとともに、地
域に開かれた教育の場として市民のみなさんに向けた魅
力ある講座などを実施しています。
　また、三鷹駅前にある三鷹ネットワーク大学は、上記
の三つの大学を含む19の教育・研究機関との協働によ
り、高度な学習機会の提供と地域課題の解決に向けた研
究活動などを行っています。
　市では、今年の3月に確定する「第4次三鷹市基本計画
第1次改定」の着実な推進に向けて、地域の知的資源を 
生かしながら、未来志向の取り組みを展開していきます。

杏林大学井の頭キャンパス（4月開設予定・下連雀5-4-1）

国際基督教大学（大沢3-10-2）

ルーテル学院大学（大沢3-10-20）

開かれた
大学の「知」を
地域の力に
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三
鷹
市
長

「
学
び
」と「
活
動
」の
循
環
の
よ
ろ
こ
び

　「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」と
い
い
ま
す
。
新
年
を

迎
え
て
、
一
年
の
目
標
を
検
討
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
の
定
期
試
験
を
控
え
て
い

る
方
や
、
進
学
や
資
格
取
得
の
た
め
の
受
験
を
控
え
て

い
る
方
ば
か
り
で
な
く
、
何
ら
か
の「
学
び
」を
考
え
て

い
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
般
に
、「
学
び
」の
過
程
は
、
学
ぶ
人
の
知
的
好
奇

心
を
満
た
し
、
知
識
や
技
能
を
得
る
こ
と
に
よ
る
達
成

感
を
与
え
ま
す
。「
学
び
」に
は
悩
み
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
よ
ろ
こ
び
が
あ
り
楽
し
み
が
あ
り
、「
活
動
」に
還

元
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
職
業
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
趣
味
の
活
動
等
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

た
め
に「
学
び
」へ
の
意
欲
が
湧
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
様
の
中
に
は
、「
地
域

福
祉
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」や「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
ま

た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
す
る
小
・
中

一
貫
教
育
を
通
し
て
、
学
校
は
、
保
護
者
や
地
域
の
多

様
な
人
々
の
参
加
に
よ
る
多
世
代
交
流
の
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
公
立
私
立
を
問
わ
ず
、
高
校
や
大
学
と
の

協
働
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
少
子
長
寿
化
が
進
む
地
域
で
は
、
学
習
し
た
成
果
を

福
祉
や
防
災
な
ど
の
多
様
な
地
域
活
動
に
つ
な
げ
た
り
、

課
題
解
決
に
向
け
て
人
や
機
関
等
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
た
り
す
る「
人
財
」が
必
要
で
す
。「
学
び
」

が「
活
動
」の
開
始
や
継
続
を
支
え
、「
活
動
」は「
学
び
」

へ
の
動
機
づ
け
を
顕
在
化
さ
せ
ま
す
。「
学
び
」に
よ
っ

て
、
人
は
新
し
い
自
己
の
能
力
や
可
能
性
を
発
見
す
る

き
っ
か
け
を
得
る
と
と
も
に
、地
域
に
お
け
る
具
体
的
な

「
活
動
」に
結
び
つ
く
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
さ
に
生
涯
学
習
は
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
を

育
み
、
強
め
る
過
程
で
も
あ
る
の
で
す
。
今
年
も「
学

び
」と「
活
動
」の
循
環
が
よ
ろ
こ
び
を
も
た
ら
す
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

新春座談会  4・5面

　市内の三つの大学（上記）の
学長をお迎えし、地域と大学
の協働によってあらゆる世代
の「学び」を支援し、これから
のまちづくりに生かす取り組
みについて、清原市長と語り
合っていただきました。



　みなさんのマイナンバーをお知らせ
する「通知カード」を、世帯主宛てに簡
易書留（転送不要扱い）でお届けしました。
マイナンバーは社会保障・税・災害対策
に関する分野の行政手続きで必要となる
ほか、「個人番号カード」の交付時にも
必要です（「個人番号カード」の交付は希
望者のみ）。郵便局からの不在連絡票の
期限が過ぎてしまったなどの理由で、まだ「通知カード」
を受け取っていない方は、三鷹市マイナンバー特設窓口

（下記）へお越しください。

◆三鷹市マイナンバー特設窓口
午前8時30分〜午後5時（第3土曜日、日曜日、祝日を

除く）
市役所第三庁舎
運転免許証などの本人確認書類

※三鷹市マイナンバーコールセンターと同特設窓口は、年
始は1月4日㈪から。

開始日 施 設 名

1月5日㈫

大沢の里水車経営農家、出山横穴墓群8号墓
保存・公開施設、三鷹市遺跡調査会展示室
コミュニティセンター（井の頭・新川中原・三
鷹駅前）
市民総合体育館
市立図書館(本館・下連雀・東部・西部・三
鷹駅前・南部・移動図書館ひまわり号)
三鷹ネットワーク大学
芸術文化センター、太宰治文学サロン、三鷹
市公会堂、みたか井心亭、山本有三記念館
※美術ギャラリーは展示替えのため、1月15
　日㈮まで臨時休館。

1月6日㈬
コミュニティセンター（大沢・牟礼）
星と森と絵本の家
リサイクル市民工房

1月7日㈭ 第二体育館屋内プール

　1世帯が1回に出せるごみの量は、燃やせる
ごみ・燃やせないごみは市の指定収集袋40ℓ
で3袋、そのほかのごみは45ℓ相当の袋で3袋
までです。4袋以上は多量ごみになるため、事
前に粗大ごみ受付センターへ申し込み（有料）
が必要です。

※1月1日㈷分のペットボトル（牟礼）は1月29日㈮に振り替えます。

　自動交付機とコンビニエンスストアでの証明書交付サービ
スも1月4日から開始します。戸籍の届出（出生・死亡・婚姻
など）は、市役所休日・夜間受付窓口で毎日受け付けます。
◆下記の施設は開始日が異なります

ごみ対策課☎内線2533
年始のごみ収集開始日をご確認ください

　  粗大ごみ・多量ごみの申し込み
  （年始は1月4日㈪から） 

粗大ごみ受付センター☎03-5715-1212（月～土
曜日午前8時～午後7時）・ http://www.mitaka-
sodai.jp/（24時間）へ（先着制）	

①休日診療所（内科・小児科）
　午前10時〜11時45分、午後1時〜4時30分、
　午後6時〜9時30分

②小児初期救急平日準夜間診療所
　（こども救急みたか）
　午後7時30分〜10時30分（受付は10時まで）

①②はいずれも三鷹市医師会館　
野崎1-7-23　☎24-8

ハ イ キ ュ ウ キ ュ ウ

199

③休日歯科応急診療所
　三鷹市総合保健センター（新川6-35-28）
　☎46-3234（当日電話連絡のうえ来所）
　午前10時〜午後0時15分、午後1時30分〜4時

④休日調剤薬局
　三鷹市医薬品管理センター（上連雀7-4-8）
　☎49-7766
　午前10時〜午後4時30分、午後6時〜9時30分

⑤医療機関案内（24時間）
　◆三鷹消防署　☎47-0119
　◆東京消防庁救急相談センター
　　短縮ダイヤル#7119（プッシュ回線のみ）
　　☎042-521-2323（多摩地区）
　　☎03-3212-2323（23区）　
　◆東京都保健医療情報センター（ひまわり）
　　☎03-5272-0303
　　 http://www.himawari.metro.
　　tokyo.jp/

⑥市内救急指定病院
　◆�杏林大学医学部付属病院（新川6-20-2）

☎47-5511
　◆野村病院（下連雀8-3-6）
　　☎47-4848
　◆�三鷹中央病院（上連雀5-23-10）
　　☎44-6161

　年始（1月3日㈰まで）も診療しています（②は4日㈪から）。受診の際は、必ず健康保険証
をお持ちください

休日・夜間・緊急時の診療はこちらへ 総合保健センター☎46-3254

市役所と市の施設は1月4日㈪
からサービスを開始します

市指定収集袋で出してください プラス
  チック類・
有害ごみ

ペット
ボトル

空きびん・
空き缶

  古紙（新聞・
 

古着類
燃やせる

ごみ
燃やせない

ごみ
下連雀1～4丁目 4日㈪ 6日㈬ 5日㈫ 8日㈮ 15日㈮ 8日㈮
下連雀5～9丁目
新川6丁目 4日㈪ 6日㈬ 8日㈮ 5日㈫ 12日㈫ 5日㈫

牟礼全域 4日㈪ 6日㈬ 6日㈬ 15日㈮ 8日㈮ 5日㈫
井の頭全域 5日㈫ 13日㈬ 6日㈬ 11日㈷ 4日㈪ 7日㈭
中原全域
新川1・4・5丁目 5日㈫ 13日㈬ 7日㈭ 4日㈪ 11日㈷ 4日㈪

北野全域、新川2・3丁目 5日㈫ 13日㈬ 7日㈭ 6日㈬ 13日㈬ 4日㈪
上連雀1～5丁目 4日㈪ 6日㈬ 5日㈫ 13日㈬ 6日㈬ 8日㈮
上連雀6～9丁目
野崎1丁目 4日㈪ 6日㈬ 8日㈮ 12日㈫ 5日㈫ 6日㈬

井口全域、深大寺全域
野崎2・3丁目、大沢3丁目 5日㈫ 13日㈬ 4日㈪ 7日㈭ 14日㈭ 7日㈭

野崎4丁目
大沢1・2・4～6丁目 5日㈫ 13日㈬ 4日㈪ 14日㈭ 7日㈭ 6日㈬

ごみの種類
地　区

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す

1
月
12
日
㈫
～
2
月
1
日
㈪

企
画
経
営
課
☎
内
線
2
1
5
1

　「
第
4
次
三
鷹
市
基
本
計
画
第
1
次
改
定
」の
ほ
か
、
同
基
本
計
画
と

同
時
に
策
定
・
改
定
を
行
う
個
別
計
画（
15
件
）に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

◆
第
4
次
三
鷹
市
基
本
計
画
第
1
次
改
定（
素
案
）

◆
個
別
計
画（
素
案
）

◆
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
1
月
12
日
～
2
月
1
日（
必
着
）に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号（
団
体

の
場
合
は
、
所
在
地
・
団
体
名
・
代
表
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
）を
直
接

ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で「
〒
1
8
1-

8
5
5
5
企
画

経
営
課
」・

48-

1
4
1
9
・

kikaku@
city.m

itaka.tokyo.jp

へ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
　
市
の
重
要
な
政
策
を
策
定
す
る
際
に
、

原
案
を
公
表
し
て
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を
求
め
、

い
た
だ
い
た
意
見
を
考
慮
し
な
が
ら
政
策
を
決
定
す
る
こ
と
。

※
各
計
画（
素
案
）の
全
文
は
、
1
月
12
日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
る
ほ
か
、
相
談
・
情
報
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
2
階
）、
市
政
窓
口
、
市
民
協

働
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す（
市
立
図
書
館
で
も

閲
覧
可
）。
ま
た
、「
広
報
み
た
か
」1
月
17
日
発
行
号
で
、
各
計
画（
素
案
）の

概
要
を
掲
載
予
定
で
す
。

担 

当 

部

個 

別 

計 

画 

名

企
画
部

男
女
平
等
参
画
の
た
め
の
三
鷹
市
行
動
計
画

2
0
2
2

三
鷹
市
地
域
情
報
化
プ
ラ
ン
2
0
2
2

生
活
環
境
部

三
鷹
市
環
境
基
本
計
画
2
0
2
2

三
鷹
市
ご
み
処
理
総
合
計
画
2
0
2
2（
仮
称
） 

三
鷹
市
産
業
振
興
計
画
2
0
2
2

三
鷹
市
農
業
振
興
計
画
2
0
2
2（
改
定
）

健
康
福
祉
部
三
鷹
市
健
康
福
祉
総
合
計
画
2
0
2
2

都
市
整
備
部

三
鷹
市
土
地
利
用
総
合
計
画
2
0
2
2

三
鷹
市
緑
と
水
の
基
本
計
画
2
0
2
2

三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

2
0
2
2

三
鷹
市
交
通
総
合
協
働
計
画
2
0
2
2

教
育
部

三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
2

三
鷹
市
教
育
支
援
プ
ラ
ン
2
0
2
2

三
鷹
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
2
0
2
2

み
た
か
子
ど
も
読
書
プ
ラ
ン
2
0
2
2

※①③④の受付は日曜日、祝日、年末年始です。

三鷹市マイナンバーコールセンター☎24-8901
（午前8時〜午後8時）

社会保障・税番号（マイナンバー）制度
マイナンバーの「通知カード」を

受け取っていない方へ

段ボール・雑紙）・

マイナンバー広報
キャラクター

「マイナちゃん」
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市外局番のうち「0422」は省略しています。

※はがき、ファクス・電子メールによる申込は7面記入例の内容・特記事項を必ず記載してください。



主催者  日時・期間  対象・定員  場所・会場  講師  費用（記載のないものは無料）  持ち物  申込方法  問い合わせ  保育あり

※受講の申し込みには受講者登録が必要です。くわしくはホームページまたは同大学へお問い合わせください。

NPO法人三鷹ネットワーク大学推進機構
〒181-0013 下連雀3-24-3三鷹駅前協同ビル3階
☎40-0313・ 40-0314・ http://www.mitaka-univ.org/
開館時間：火〜日曜日、午前9時30分〜午後9時30分（入館は9時
まで／日曜日は5時まで）　休館日：月曜日・祝日

★基礎講座
★★応用講座

★★★専門講座

三鷹ネットワーク大学

　「どっちがイケメン？」「どっちがグルメ？」など身
近な比較テーマについて、最先端の研究成果を基に、
第一線の研究者が論戦を繰り広げます。縄文時代と
旧石器時代を楽しく学ぶ講座です。
1月17日㈰午後2時～4時30分
80人
三鷹産業プラザ
中央大学教授で縄文時代研究者の小林謙一さん、

早稲田大学教授で旧石器時代研究者の長㟢潤一さん
当日会場へ（先着制）

　市では、2020年の東京オリンピック・パラリンピック開
催に向け、市内のスポーツボランティア・スポーツ指導員
の普及に取り組んでいます。気軽にご参加ください。
◆スポーツボランティア養成講習会
2月15日㈪午後6時30分～8時30分
在学・在勤を含む市民100人　 教育センター
元水泳選手で北京・ロンドンオリンピック出場の伊藤華英さん（写真）、（公財）笹

川スポーツ財団副主任研究員の工藤保子さん
1月29日㈮（必着）までに往復はがきで必要事項（7面参照）を「〒181-8505ス

ポーツ振興課」へ（申込多数の場合は抽選）　 同課☎内線3324
◆スポーツ指導員養成講習会・研修会
①実技（テーピング）=2月17日㈬、②実技（ストレッチ）=19日㈮、③普通救命

講習=21日㈰午後6時30分～8時30分（③は1時30分〜4時30分）
在学・在勤を含む市民①②各80人、③40人
①②教育センター、③第二体育館　 ②㈱つばさプロジェクトの秋本つばささん
①1,080円、③1,400円（教材代）　 運動できる服装（①はさみ、③室内履き）
1月12日㈫〜29日㈮に直接またはファクスで申込票（三鷹市体育協会〈第一体育

館内〉で配布）を同協会 43-2500へ（先着制）
同協会☎43-2500（日・月曜日、祝日を除く）

考古学講演会
対決！

縄文VS旧石器
生涯学習課☎内線3315

スポーツボランティア養成講習会と
スポーツ指導員養成講習会・研修会

　新成人のみなさんを中心とした成人式実行委員会が、楽し
いプログラムを企画しています。対象者には12月上旬に案内
状をお送りしました。20歳の記念に、ぜひご参加ください。
1月11日㈷午後1時～3時30分（0時30分から受付）
平成7（1995）年4月2日～8（1996）年4月1日生まれの方
三鷹市公会堂光のホール・さんさん館
案内状を持参し、当日会場へ（式典のメーン会場〈光のホール〉への入場

は先着制。定員を超えた場合は中継会場〈さんさん館〉へご案内）

  ☎	0267-97-3206
 	0267-97-3207

http://www.sizennomura.jp/
［体育館・グラウンドなど完備］

JRをご利用の方は、最寄駅（信濃川上駅）まで車で送迎します。
宿泊申込の際にご予約ください。

 〒384-1406
長野県南佐久郡川上村大字原591番362

　三鷹市役所発着で、川上郷自然の村宿泊のバスツアーの参加
者を募集しています。
◆川上郷自然の村スキー・スノーボードツアー
①1月30日㈯～31日㈰、②2月27日㈯～28日㈰（1泊2日）
各40人（最少催行人数25人）
大人17,800円から、小学生15,800円から、幼児3,000円から（交

通費、宿泊費、リフト代、食事代3回分などを含む。幼児のリフト代、
寝具代、2日目昼食代は含まれません）
①1月16日㈯、②2月13日㈯までに川上郷自然の村☎0267-97-

3206へ（先着制）
※高齢者保養宿泊助成券が利用できます。
※料金は、申込人数や部屋のタイプにより異なります。

◆宿泊のお申し込みは簡単です！
〔宿泊受付〕	宿泊希望日の3日前までに電話（午前8時30分～午後	
	 	 7時30分）・ファクス・インターネットで

〔宿泊料金〕	大人3,500円から、小学生2,400円から（1泊2食付き）

◆4月分の優先申込（団体分）
　団体（15人以上）受付は、1月15日㈮午前8時30分から。ホームペー
ジから申込用紙を印刷し、必要事項を記入のうえ電話またはファク
スで仮予約の後、郵送。

三鷹ネットワーク大学
冬学期受講者募集中！

◇式典の部：午後1時〜2時30分　
祝辞、お楽しみ抽選会、恩師からのメッセージ、演奏
◇ふれあいの部：午後1時〜3時30分　
成人式実行委員会企画コーナー、20歳の情報コーナー、青少年委
員企画コーナー「あなたの家族にありがとう」、写真撮影コーナー

国立天文台企画サロン アストロノミー・パブ
「街、まるごと科学館！―市民と科学者が手をつなぐまち・柏の葉 」　★★
　ゲストは国立天文台天文情報センター普及室の羽村太雅さん、ホストは国立天文台
天文情報センター広報室の小野智子さん。
2月20日㈯午後6時30分～8時30分　 25人　 3,000円（飲食代を含む）
1月5日㈫午前9時30分～2月2日㈫午後5時に申込書を直接または郵送、ファクス、

ホームページで同大学へ（申込多数の場合は抽選）　 同大学

催し
みたかふれあいサロンの催し
①PC道場（PC・デジカメ・タブ

レットなどを自分のペースで）＝
毎週水曜日午後1時15分～3時15分、	
毎月第4土曜日午後6時15分～8
時15分、②Windows10を基礎	
から応用まで楽しく覚えましょう
＝1月11日以降の毎週月曜日午後	
1時15分～2時45分（全4回）
三鷹産業プラザ ①2,000円（1
回）、②1,500円（1回、別途資料
代100円が掛かります） ①
当日会場へ、②NPO法人シニア
SOHO普及サロン・三鷹☎40-
2663・ 40-2664

百人一首講座
三葉会 1月7日㈭午前10時

～11時30分 市民協働センター
500円 当日会場へ 石井☎

31-3029

「謡曲・仕舞おさらい会」をみんな
で楽しむ（宝生流）
三鷹宝生会 1月17日㈰午前

10時～午後3時 寺田舞台（井の
頭3丁目） 池内☎090-4839-
4106

「マイナンバー」の学習会
コープみらい・みらいひろば

三鷹市 1月21日㈭午前10時～
11時30分 三鷹駅前地区公会堂

岡田☎090-2898-5155

みたか・みんなの広場の催し
①第19回市民リレートーク

大空メイさん「どうして、英語で
落語？」=1月25日㈪午後1時30分
～3時、②お茶と雑談：コミュニ
ティカフェ「みたか・みんなの広
場」＝毎週木・金・土曜日午後
①10人 同会（下連雀4-5-19	

みたかの家内） ①200円、②
500円 ①なりきよ☎080-13	
62-5359（先着制、当日参加も
可）、②当日会場へ

伝言板
講演会「念仏でアーメン」
ICU宗教音楽センター 1月

15日㈮午後5時30分～7時 同
センター 当日会場へ 同セン
ター☎33-3330

ICU心理相談室オープンハウス―
ミニ講演やワークショップなど
1月19日㈫午後2時～5時 同

相談室 当日会場へ 同相談室
（栗田）☎33-3644

アラビアンナイトを生んだアラビ
ア語の世界
（公財）アジア・アフリカ文化財

団 1月31日㈰午後1時30分～3時
30分 アジア・アフリカ図書館
500円 同館☎44-4640・
46-5107

2月7日発行号
原稿締切日 1月15日（金）

2月21日発行号
原稿締切日 1月28日（木）

いずれも午後5時まで

催し………主催者が市民・市内の団体／市内で開催／参加費（材料・教材代など）が１回3,000円以内
会員募集…主な会員が市民／市内で活動／入会金・会費（月額）の合計が5,000円以内／新規または前回

の掲載から6カ月経過した団体を優先（紙面の都合で6カ月以上お待たせすることもあります）
伝言板……市内の医療・教育機関、公共機関などの催しやお知らせ
上記以外は紙面に余裕があれば掲載します。政治・宗教・営利目的のものは掲載不可。

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/または 76-2490へ　 秘書広報課☎内線2129

※掲載依頼をされた方に編集業務委託事業者（㈱文化工房）が内容確認の電話（またはファクス）をさせていただきます。

月刊わがまちジャーナル
1月号地上11chで放送中
吉祥寺フィルハーモニーオーケ
ストラ ―20周年とこれから（仮
題）　ほか

NPO法人むさしのみたか
市民テレビ局
☎・ 79-1434

mmctv@jcom.zaq.ne.jp
※ご意見、情報をお寄せください。

成人を祝福するつどい（成人式）

※駐車場は使用できません（送迎のみ可）。
※現在は市外在住で、三鷹市の成人式に参加希望の方は同課へご連絡ください。

プ
ロ
グ
ラ
ム

児童青少年課☎内線2713
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学
び
が
生
む
、
誰
も
が
輝
け
る
ま
ち

域
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
比
谷　
国
際
基
督
教
大
学
は
昭
和
28（
１
９
５
３
）

年
に
三
鷹
市
で
開
学
し
、
地
域
社
会
を
学
習
の

場
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
講
座
や
市
と
提
携
し

た
公
開
講
座
を
数
多
く
開
催
す
る
な
ど
、
地
域

と
の
結
び
つ
き
を
深
め
て
い
ま
す
。
世
界
に
目

を
向
け
て
い
る
学
生
が
本
学
に
は
多
い
の
で
す

が
、
世
界
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
暮

ら
す
地
域
に
ま
ず
目
を
向
け
、
地
域
の
課
題
に

気
付
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

江
藤　
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
は
昭
和
44（
１
９
６
９
）

年
に
中
野
区
か
ら
三
鷹
市
へ
キ
ャ
ン
パ
ス
を

移
転
し
、
3
年
後
の
平
成
31（
２
０
１
９
）年
に
、

移
転
し
て
か
ら
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
市
民
聴
講
生
の
受
け
入
れ
な
ど
、
大
学
の

「
知
」を
地
域
に
提
供
す
る
一
方
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
大
学
の
教
育
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

本
学
で
は
障
が
い
の
あ
る
学
生
の
受
け
入
れ
に

当
た
っ
て
、
三
鷹
市
の
点
字
サ
ー
ク
ル
や
手
話

通
訳
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
対
応
は
大
学
だ
け
で

地
域
と
大
学
の
結
び
つ
き
が

今
、
生
み
出
す
も
の

市
長　
本
日
学
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
三
つ

の
大
学
に
は
、
昨
年
、
開
設
10
周
年
を
迎
え
た

「
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
」で
の
連
携
を
は
じ

め
、
地
域
や
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

大
き
な
力
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
学

生
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
、
教
員
の

方
々
に
は
市
の
審
議
会
や
市
民
会
議
な
ど
の
委

員
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル（
国

際
的
）な
視
点
と
ロ
ー
カ
ル（
地
域
社
会
）な
視

点
の
融
合
を
図
る
こ
と
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
地
域
と
大
学
の
関
係

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

跡
見　
杏
林
大
学
は
昭
和
41（
１
９
６
６
）年
に
三

鷹
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
い
て
今
年
で
50
周
年

に
な
り
ま
す
。
4
年
前
に
文
部
科
学
省
の「
経

済
社
会
の
発
展
を
牽
引（
け
ん
い
ん
）す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
支
援
事
業
」と
3
年
前
に

「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」に
採
択
さ
れ
て
、

目
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
二
つ
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
全
学
部
の
１
年
生
に
必
修
科
目「
地

域
と
大
学
」を
設
定
し
て
、
市
の
職
員
の
方
に

も
講
師
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学

は
市
内
に
あ
る
付
属
病
院
で
の
医
療
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
新
た
に
保

健
学
部
、
総
合
政
策
学
部
、
外
国
語
学
部
が
八

王
子
市
か
ら
三
鷹
市
へ「
井
の
頭
キ
ャ
ン
パ
ス
」

と
し
て
移
転
し
て
き
ま
す
。
４
学
部
が
三
鷹
に

集
結
す
る
の
を
機
に
、
さ
ら
に
広
い
分
野
で
地

は
難
し
く
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
が

あ
っ
て
こ
そ
で
す
の
で
、大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

市
長　
杏
林
大
学
が
進
め
る「
地（
知
）の
拠
点
整

備
事
業
」で
は
、
い
か
に
ご
高
齢
の
皆
様
が
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
市

と
共
同
研
究
を
し
て
い
ま
す
し
、
国
際
基
督
教

大
学
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
専
門
講
座

を
市
の
職
員
と
共
に
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
に
は
、
7
年

目
を
迎
え
た「
地
域
福
祉
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」な
ど
、
主
に
福
祉
の
分
野
で
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

と
の
協
働
の
プ
ロ
セ
ス
や
成
果
が「
三
鷹
ら
し

さ
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

私
自
身
も
か
つ
て
、
三
つ
の
大
学
全
て
で
教

壇
に
立
た
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
ご
縁
が
あ

り
、
そ
の
際
に
、
大
学
教
育
に
と
っ
て
学
長
の

教
育
理
念
は
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

教
育
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と

実
践
し
て
ほ
し
い
こ
と

市
長　
こ
こ
で
改
め
て
、
み
な
さ
ん
が
教
育
者
と

し
て
日
頃
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
い
る
、
教
育
へ

の
想
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

江
藤　
福
祉
と
は
、
行
政
だ
け
が
担
う
も
の
で
は

な
く
、
あ
る
い
は
個
人
が
一
人
で
行
う
も
の
で
も

な
く
、
み
ん
な
が
助
け
合
う「
互
助
」「
共
助
」が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
の
役
に
立
つ
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
人
間
性
を
育
む
こ
と
、

そ
し
て
高
度
で
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し

た
人
間
性
の
醸
成
と
専
門
教
育
を
、
キ
リ
ス
ト

教
の
理
念
に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
比
谷　
本
学
は
開
学
時
か
ら
文
理
の
区
別
な
く

幅
広
く
学
ん
だ
後
、
専
門
性
を
深
め
る
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
教
育
を
徹
底
し
て
お
り
、
教
養
学
部

の
中
に
30
を
超
え
る
専
修
分
野
が
あ
り
、
多
様

な
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
履
修
も
可
能
で
す
。
そ

の
た
め
、
哲
学
を
専
攻
す
る
学
生
や
物
理
学
を

専
攻
す
る
学
生
が
共
に
学
ん
で
お
り
、
そ
う
し

た
多
様
な
学
生
と
教
員
が
交
流
す
る
こ
と
で
、

文
理
の
融
合
や
学
際
的
な
研
究
が
促
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

市
長　
杏
林
大
学
で
は
、
4
学
部
体
制
が
三
鷹
市

で
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
理
念
の
実
現

に
何
か
し
ら
影
響
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

跡
見　
4
学
部
体
制
に
な
っ
て
も
、
教
育
理
念
そ

の
も
の
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
と
の
対

話
の
中
で
よ
く
言
う
の
で
す
が
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ（
多
様
性
）を
認
め
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、

単
に「
い
ろ
い
ろ
あ
る
」だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
を
き
ち
ん
と
見
つ
め
て
尊
重
す
る
こ

と
が
今
後
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
本

学
の
医
学
部
生
は
救
急
車
に
乗
っ
て
走
り
回
り
、

保
健
学
部
生
は
介
護
施
設
で
実
習
し
、
ま
た
、

外
国
語
学
部
生
は
小
・
中
学
校
で
英
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
教
え
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は

社
会
の
多
様
性
を
実
体
験
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
生
か
す
の
か
を
学
ん
で
い
る
の
で
す
。

市
長　
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」と
い
う
言
葉
が
出
ま

し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

こ
の
言
葉
が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
で
す

ね
。
行
政
に
と
っ
て
も
多
様
性
は
と
て
も
重
要

で
、
多
世
代
の
交
流
や
多
職
種
の
連
携
に
よ
り
、

文
字
通
り
多
様
な
市
民
の
皆
様
が
出
会
い
、
交

流
す
る
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
大
き

な
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

特
色
を
生
か
し
て
飛
躍
の
年
に

学
長
が
語
る
新
年
の
抱
負

市
長　
年
も
改
ま
り
、
今
年
を
ど
の
よ
う
な
年
に

さ
れ
た
い
か
、
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

日
比
谷　
今
年
は
新
た
に
二
つ
の
プ
ラ
ン
を
進
め

て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
寮
の

建
て
替
え
で
、
合
計
で
３
２
０
名
を
収
容
す
る

新
し
い
寮
が
2
棟
、
来
年
の
4
月
に
誕
生
し
ま

す
。
通
学
生
も
参
加
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
う
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
る
こ
の
寮
を
、
順
調
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
二
つ
目
は
、「
ユ

ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
・
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
」と
い
う

新
た
な
入
試
制
度
の
枠
組
み
を
設
定
し
、
平
成

29（
２
０
１
７
）年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
国
内
外
の
多
様
な
受
験
者
に
開
か
れ
た
年

2
回（
4
月
・
9
月
）の
制
度
で
、
そ
の
仕
組
み

づ
く
り
に
万
全
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
藤　
本
学
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
社
会
福
祉

学
、
臨
床
心
理
学
の
三
つ
の
学
科
を
置
い
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
26（
２
０
１
４
）年
の
春
に
1

学
部
1
学
科
に
し
て
学
科
の
壁
を
取
り
払
い
、

専
門
性
を
保
ち
つ
つ
学
生
の
関
心
に
応
じ
て
学

ぶ
分
野
を
柔
軟
に
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
３
年
目
と
な
る
今
年
は
、
１
学

科
制
の
利
点
を
さ
ら
に
発
揮
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
ま
た
、
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
徹
底
し

た
少
人
数
教
育
を
生
か
し
て
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
を
育
て
て
い
け
る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
さ

ら
に
追
求
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

跡
見　
今
年
は
や
は
り
、
井
の
頭
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

移
転
が
一
番
大
き
な
事
業
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

1
年
生
を
対
象
に
金
曜
日
を
共
通
の
学
び
の
日

と
し
て
、
各
学
部
の「
教
員
推
奨
科
目
」を
お
互

い
に
共
有
で
き
る
環
境
が
生
ま
れ
る
た
め
、
4

学
部
が
連
携
・
融
合
す
る
こ
と
の
成
果
に
期
待

し
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
少
子
化
を
踏
ま
え
て

「
高
・
大
接
続
」、
つ
ま
り
高
校
と
の
連
携
を
強

化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
近

隣
の
高
校
生
が
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
単
位
に

な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
、
近
隣
の
大
学
と
も
協

力
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
と
し
て
の

抱
負
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
三
鷹

市
で
は
現
在
、
急
速
に
進
む
少
子
長
寿
化
の
中

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し

た
小
・
中
一
貫
教
育
や
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
て
い
け
る
仕
組
み
を
地
域
型
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご

2016年
新春
座談会

杏林大学 学長
跡見　裕さん
Yutaka Atomi

愛知県生まれ。東京大学医学部卒業
後、外科医の道を志し、同大学医学
部第一外科に入り、消化器外科、特
に当時未知の領域とされた「膵・胆道
の臨床・研究」に励む。その後、カ
リフォルニア大学サンフランシスコ
校の客員研究員、東京大学講師など
を経て、平成4（1992）年、杏林大
学医学部第一外科教授となる。平成
16（2004）年より医学部長、平成22
（2010）年より学長を務める。

　
大
学
な
ど
の
教
育
・
研
究
機
関
と
積
極
的
に
連
携
を
進
め
て
き
た
三
鷹
市
で
は
、「
知
」 

の
力
が
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
市
内
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
置
く「
杏
林
大
学
」「
国
際
基
督
教
大
学
」「
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
」の
学
長
を
お
招
き
し
、

三
鷹
な
ら
で
は
の
地
域
と
大
学
の
関
わ
り
、
教
育
理
念
、
新
年
の
抱
負
な
ど
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

国際基督教大学 学長
日比谷　潤子さん
Junko Hibiya

東京都生まれ。上智大学外国語学部
フランス語学科卒業。同大学大学院
外国語学研究科博士前期課程修了。
ペンシルヴェニア大学大学院言語学
博士。慶應義塾大学国際センター助
教授、ダートマス大学客員准教授、
国際基督教大学教養学部語学科教
授、学務副学長などを経て、平成24
（2012）年より学長を務める。専門
は社会言語学。現在、中央教育審議
会委員などを務める。

清原　慶子市長
Keiko Kiyohara

東京都生まれ。慶應義塾大学、同大
学大学院卒業後、杏林大学・国際
基督教大学非常勤講師、ルーテル学
院大学文学部教授、東京工科大学メ
ディア学部教授・学部長を経て、平
成15（2003）年4月に第6代三鷹市長
に就任（現在4期目）。「参加と協働」
「危機管理」「行財政改革」を市政の基
礎とし、「都市再生」「コミュニティ
創生」を最重点とした高環境・高福
祉のまちづくりを推進している。

ルーテル学院大学 学長
江藤　直純さん
Naozumi Eto

熊本県生まれ。一橋大学社会学部卒
業。日本ルーテル神学大学（現ルー
テル学院大学）神学部・同神学校卒
業。立教大学大学院文学研究科組織
神学専攻修士課程修了。シカゴルー
テル神学校大学院博士課程修了（神学
博士）。昭和51（1976）年に日本福音
ルーテル教会牧師に。その後、日本
ルーテル神学大学助教授などを経て、
平成4（1992）年、同大学教授。平成
26（2014）年より学長を務める。

高
齢
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
を

一
体
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
新
た
な
拠
点
と
な
る
の
が
、
来
年
4
月
に

市
役
所
東
側
に
オ
ー
プ
ン
す
る「
新
川
防
災
公

園
・
多
機
能
複
合
施
設（
仮
称
）」で
す
。
こ
こ
に

は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
が
集
約
さ
れ
ま
す
が
、
大
切
な
の

は
、
こ
の
複
合
施
設
を
幅
広
い
層
の
市
民
の
皆

様
に
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
て
い
た
だ
く
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
大
学
の
み
な
さ
ん
の
お

知
恵
も
拝
借
し
た
い
で
す
し
、
大
学
の
教
育
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
と
し
て
も
、
こ

の
施
設
を
大
い
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

大
学
の
知
的
資
源
を

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
市
民
の
た
め
に

市
長　
さ
て
最
後
に
、
み
な
さ
ん
か
ら
三
鷹
市
や

市
民
の
皆
様
に
対
す
る
ご
期
待
や
、
市
と
共
に

取
り
組
ん
で
い
か
れ
た
い
こ
と
に
つ
い
て
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

跡
見　
地
域
の
み
な
さ
ん
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
健
康
で
長
生
き
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本

学
で
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
提
供
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
が
、
昨
今
は「
防
災
」も
重
要

な
テ
ー
マ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
特
に
災
害
弱
者

と
い
わ
れ
る
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、

外
国
人
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
課
題
に
つ
い
て
、
市
や
市
民
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
本
学
の

「
生
き
が
い
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」な
ど
で
学
ば
れ
た
方
々
が
、
市
内
で
積

極
的
に
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
ね
。

日
比
谷　
本
学
が
開
講
し
て
い
る
各
種
の
講
座

に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
豊
か
な
社
会
経
験
が
、
学

生
へ
の
大
き
な
刺
激
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
夏
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
キ
ッ
ズ
・
カ

レ
ッ
ジ
」と
い
う
新
た
な
試
み
で
は
、
小
学
4

年
生
か
ら
中
学
3
年
生
を
対
象
に
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
本
学
教
員
に
よ
る
講
義
を
体
験
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ

て
の
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と
の
連
携
も
、
こ
れ

か
ら
は
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

江
藤　
子
ど
も
た
ち
と
の
つ
な
が
り
は
本
学
で
も

重
視
し
て
い
て
、
高
校
は
も
ち
ろ
ん
、
中
学
校
、

さ
ら
に
は
も
っ
と
下
の
世
代
へ
と
つ
な
が
り
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
近
く
の
保
育

園
の
園
児
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
定
期
的
に

学
生
と
交
流
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
に
将
来
の
進
路
の
一
つ
と
し
て
大
学
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　
幼
児
や
小
学
生
を
含
め
て
、
幅
広
い
年
齢

の
子
ど
も
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に「
大

学
」が
自
然
に
入
っ
て
く
る
の
は
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学

で
学
ば
れ
た
市
民
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
や
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
市
の
新
し
い
施
設
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
三
つ
の
大
学
の
人
財
と
知
的
資
源
は
、

三
鷹
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も

の
で
す
。
今
後
も
大
学
と
の
密
接
な
関
係
を
築

か
せ
て
い
た
だ
き
、「
民
学
産
公
の
協
働
」に
よ

る
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
今

ま
で
以
上
に「
誰
も
が
い
き
い
き
と
輝
く
ま
ち

三
鷹
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



（7面参照）・お子さんの名前（ふりがな）・
年齢を同センター☎46-0048・ 46-
0148・ kyoudou@collabo-mitaka.
jpへ（先着制）
かきしぶde学び会い講座 

「知っておこう！小学生が使うスマ
ホの実態」

みたか地域SNS小学生保護者のため
の家庭教育支援コミュニティ「かきしぶ」

2月4日㈭午前10時～11時30分（9時
30分から受付）

小学生の保護者30人
※未就学児の同伴はご相談ください。

市民協働センター
KDDI㈱の社員
筆記用具
1月4日㈪から必要事項（7面参照）を生

涯学習課 shogai@city.mitaka.tokyo.
jpへ（先着制）

同課☎内線3316

高齢者の生活相談会
1月15日㈮午後1時～3時
1人暮らしで生活に不安のある方、介

護や認知症について聞いてみたい方など
連雀コミュニティセンター
当日会場へ
連雀地域包括支援センター☎40-26 
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特定健診・後期高齢者健診はお済
みですか
　12～3月生まれの方の受診期限は1月
31日㈰です。早めの受診をお願いしま
す。受診票がない場合は、お問い合わ
せください。

平成27年4月1日から継続して三鷹
市国民健康保険に加入しており27年度
中に40～75歳になる方、後期高齢者医
療制度加入者

保険課特定健診係☎46-3271

認知症の方を支える家族の会
1月13日㈬午後1時30分～3時30分
家族の介護者
連雀コミュニティセンター
当日会場へ
連雀地域包括支援 セ ン タ ー ☎40-

2635
百人一首かるた交流会

西部地区住民協議会
1月16日㈯午後1時～4時
井口コミュニティセンター
全日本かるた協会公認審判員で公認

読手九段の八木武さん
1月4日㈪〜15日㈮に直接または

電話で同センター☎32-7141へ
第86回ミニブルーム交流カフェ

「ぴかっと光るファブレスものづく
り技術会社を作る！」
　創業を目指している方のためのセミ
ナーと情報交換会です。

多摩信用金庫、㈱日本政策金融公庫
1月22日㈮午後7時～9時（6時30分か

ら受付）
創業を考えている、または創業から

間もない方20人
三鷹産業プラザ
㈱ブリクセン代表取締役の石田賢さん
1月20日㈬までにたましん事業支援

センター☎0120-778-265（フリーダ
イヤル）・ http://www.bloom-c.
biz/へ（先着制）

同センター☎0120-778-265、市生
活経済課☎内線2544
第28回多摩郷土誌フェア
　多摩地域27市町の歴史や文化財など
の書籍を一堂に集め、展示販売します。

東京都市社会教育課長会文化財部会
1月23日㈯・24日㈰午前10時～午後

5時（24日は3時まで）
立川市女性総合センターアイム（立川

市曙町2-36-2）
期間中会場へ
生涯学習課☎内線3316

絵本を味わいつくすトークラウンジ
　「くま」の絵本について語りましょう。

1月24日㈰午後2時～4時
三鷹ネットワーク大学
300円（茶菓付き）
おとな絵本ラウンジホームページ

http://otonaehon.jimdo.com/へ
星と森と絵本の家☎39-3401

三鷹いきいきプラス無料パソコン
体験会
　パソコンの基本操作を2日間で体験し
ます。

1月12日㈫・14日㈭午前10時～午後
0時30分

おおむね55歳以上の市民でパソコン
初心者・未経験者10人

三鷹産業プラザ
1月4日㈪以降の月・水・金曜日

午前10時～午後4時に同会事務局☎70-
5753へ（先着制）
※受講者は同会の会員になっていただ
きます（入会金・会費は無料）。
介護者談話室サポーター養成講座
　市内のさまざまな場所に介護者の集
える場をつくるボランティアを養成し
ます。

2月4日㈭・5日㈮午後1時～4時10分
在勤を含む市民で全回参加できる方

15人
福祉会館

1月4日㈪〜29日㈮に三鷹市社会
福祉協議会☎79-3505・ 71-2053
へ（申込多数の場合は抽選）
※くわしくは同会ホームページ http: 
//www.mitakashakyo.or.jp/をご覧
ください。

フリーマーケット出店者
新川中原住民協議会
1月31日㈰午前10時30分から

バスタオル、おむつ、着替え
5日㈫から直接または電話で同ひろ

ば☎45-7710へ（先着制）
◆年齢別あそびましょ　ぞうぐみ「から
だを動かしてあそぼう」

21日㈭午前10時15分～11時15分、
11時30分～午後0時30分

平成24年4月2日～25年4月1日生ま
れのお子さんと保護者各10組

7日㈭から直接または電話で同ひろ
ば☎45-7710へ（先着制）
◆育児講座「生きいき子育てenjoy法」

23日㈯午前10時30分～正午
市内の初めて受講する1歳6カ月～3

歳のお子さんの両親10組
8日㈮から直接または電話で同ひろ

ば☎45-7710へ（先着制）
◆子ども向けメニュー料理講習会「子ど
もが好きな和食」　

25日㈪午後2時～4時
市内の1～3歳のお子さんの保護者

15人
井口コミュニティセンター
8日から直接または電話で同ひろば☎

45-7710へ（先着制）
◆ベビーヨガ

27日㈬①午前10時30分～11時30分、
②午後1時30分～2時30分

市内の初めて受講する①6～9カ月の
お子さんと保護者、②3～5カ月のお子
さんと保護者各15組

バスタオル
13日㈬から直接または電話で同ひろ

ば☎45-7710へ（先着制）
同ひろば☎45-7710

おやこでよってチョコっとあっぷ
るーむ（2月）

NPO法人みたか市民協働ネットワーク
①はじめてのベビーヨガ＝1日㈪、②

ママ護身術エクササイズ（クイックキッ
ク編）＝4日㈭、③みんな一緒にベビー
マッサージ＝6日㈯、④産前・産後の骨
盤ケア＝8日㈪、⑤羊毛フェルトでつる
し雛（びな）・端午をつくりましょう＝11
日㈷、⑥抱っこひもの安全な使い方・選
び方＝13日㈯、⑦カラーセラピーで子育
てを楽しく！＝15日㈪、⑧ベビーサイン
で楽しい子育て＝18日㈭、⑨親子ヨガ
レッチ＝20日㈯、⑩ヨガママで骨盤調
整（ハイハイ前）＝22日㈪、⑪「bloom　
生まれたのは私」ふれあい上映会＝25日
㈭、⑫ベビーマッサージで親子のふれ
あい＝29日㈪、いずれも午前10時30分
～正午（③のみ午後1時30分～3時）

特に記載のないものはおおむね0～3
歳のお子さんと親、妊婦、①2カ月～ハ
イハイ前のお子さんと母親9組、②首据
わり～1歳6カ月のお子さんと母親6組、
③9カ月までのお子さんと保護者6組、
④⑤⑪8組、⑥⑦6組、⑧4カ月～1歳6
カ月のお子さんと保護者8組、⑨6カ月
～2歳前のお子さんと保護者6組、⑩⑫
ハイハイ前のお子さんと母親8組

市民協働センター
①②⑦～⑩1,500円、③⑫1,800円、

④2,000円、⑤1,600円、⑥1,500円（夫
婦2,000円）、⑪800円
※②防犯ホイッスル付き、③⑫オイル・
シート代を含む、④さらし付き、⑤材
料代を含む。

②抱っこひも、飲み物、タオル、③
バスタオル、授乳ケープ、⑨⑫バスタ
オル

1月15日㈮午前9時から必要事項

20店舗（1区画1.5×2m）
新川中原コミュニティセンター
500円（1区画分）
1月5日㈫から直接同センターへ（先

着制。申し込みは2区画分まで）
同センター☎49-6568

しごとの相談窓口
　就職・再就職の相談や、年金・労務
相談、内職の相談・あっせんなど。

1月6日㈬午前10時 ～ 午後0時30分
（正午まで受付）

内職相談は市民
三鷹産業プラザ
雇用保険受給者は雇用保険受給資格

者証、内職相談者は身分証明書
当日会場へ
生活経済課☎内線2543

①面接対策セミナーと 
②就職面接会（全年齢対象）

ハローワーク三鷹、三鷹市、武蔵野市、
わくわくサポート三鷹

1月22日㈮①午前10時～正午（9時
30分から受付）、②午後2時～4時（1時
30分～3時30分受付）

①50人
三鷹産業プラザ 
①㈱CCファーム代表の大嶽圭子さん
②面接希望分の履歴書
①1月4日㈪からハローワーク三鷹☎

47-8617へ（先着制）、②当日会場へ
ハローワーク三鷹☎47-8617

※面接会の参加企業は15社程度。1週
間前からハローワーク三鷹ホームペー
ジ http://tokyo-hellowork.jsite.
mhlw.go.jp/list/mitaka.htmlで公開
予定。
三鷹市職員(経験者採用)　 
受験申込受付中！
◆職種	 ①一般事務上級、②土木技術、
③建築技術、④電気技術、⑤機械技術
◆試験	 第1次試験=1月17日㈰

1月4日㈪（消印有効）までに特定記録
郵便で受験申込書・受験票返信用52円
切手を「〒181-8555職員課」へ
※くわしくは募集要項（市ホームページ
から入手可）をご覧ください。

同課☎内線2234
平成28年度市立保育園　嘱託員
◆職種	 ①保育補助、②給食調理補助
◆資格	 ①保育士（短時間保育士は取得
見込みも可）
◆勤務期間	 4月1日～29年3月31日
◆勤務場所	 市内の保育園
※勤務時間・報酬など、くわしくは募集
要項（子ども育成課〈市役所4階45番窓
口〉で配布）または市ホームページをご覧
ください。
◆試験	 2月12日㈮・16日㈫・17日㈬
のいずれか（日程は申込者に別途通知）
※申込時に指定された課題を面接時に
提出。結果は2月下旬に通知。

1月4日㈪〜29日㈮に勤務希望園へ
電話連絡のうえ、履歴書（写真貼付）と
①は資格証または資格取得見込証明書
を各園へ

同課☎内線2736

※「市からのお知らせ」は7面からご覧ください。
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市外局番のうち「0422」は省略しています。

※はがき、ファクス・電子メールによる申込は7面記入例の内容・特記事項を必ず記載してください。



古紙配合率100％再生紙を使用しています

◆同方針（案）のパネル展示を開催します
1月12日㈫～21日㈭午前8時30分～

午後5時15分
市役所1階市民ホール
期間中会場へ

◆ご意見・ご提案を募集しています
2月10日㈬（消印有効）までに「〒163-

8001東京都都市整備局街路計画課」・ 
03-5388-1354・ S0000179@

section.metro.tokyo.jpへ
市まちづくり推進課☎内線2811

税　金
2月1日㈪は市民税・都民税の納期

（第4期）です
　市税を未納のままにすると、法令に
基づき延滞金が加算されます。特別な
事情で納期内に納付が困難な場合は、
納税課 （市役所2階25番窓口）へご相談
ください。
　納税には便利な口座振替のほか、コ
ンビニエンスストアやぺイジーマーク
付きATMも利用いただけます。

同課☎内線2433（納税相談）・☎内線
2417（口座振替）

国民健康保険税・後期高齢者医療
保険料の年金からの引き落としを
口座振替に変更できます

保険証、振替を希望する口座の内容
が分かるものと、その口座の届出印を
納税課（市役所2階24番窓口）へ
※4月分の年金から変更希望の方は、1
月29日㈮までに申請してください。

同課☎内線2417
20歳がスタート！国民年金
　日本に住む20～60歳未満のすべての

④のみ牟礼コミュニティセンター
③⑤タオル
当日会場へ（②⑤は4日㈪から直接ま

たは電話で同ひろば☎49-5500へ〈先着
制〉）
◆小学生対象のスペシャルイベント

①卓球の日＝月・金曜日午後3時30
分～5時（29日を除く）、②ゲームの日
＝火曜日午後3時30分～4時30分、③
スポーツの日＝木曜日午後3時30分～5
時、④一輪車教室＝18日㈪午後3時30
分～4時30分（3時15分から受付。雨天
中止）、⑤消しゴムはんこ＝23日㈯午
後2時～3時、⑥卓球大会＝29日午後3
時30分～4時45分

⑤10人
①③④飲み物、タオル（③④運動靴、

④あれば一輪車）
当日会場へ（⑤は4日から直接または

電話で同ひろば☎49-5500へ〈先着制〉）
◆お正月あそび「大型絵合わせと大型か
るた大会」（幼児・小学生合同イベント）

16日㈯ ①午後1時30分 ～2時、 ②1
時30分～2時45分

①3歳～就学前のお子さんと保護者
10組、②小学生20人

4日から直接または電話で同ひろば☎
49-5500へ（先着制）

同ひろば☎49-5500
東児童館の催し（1月）
◆乳幼児親子ひろば

①わくわくランド＝8日㈮・12日㈫・
15日㈮午前10時～午後2時、②お父さ
んもいっしょわくわくランド＝9日㈯午
前10時～11時30分、③ひよこランド
＝13日㈬午前10時～午後1時

①②0歳～就学前のお子さん、③0・
1歳のお子さん
◆おもちゃの病院

13日午後2時～4時
特殊部品などの交換は実費

◆正月まつり
　昔あそび、餅つきの実演（餅1皿50円、
箸持参）、ミサンガづくり、キックター
ゲットなど。

16日㈯正午～午後3時
◆定例行事

サッカーデー＝18日㈪午後3時10
分～3時50分（年中・年長児）、4時～4
時50分（小学1～3年生）、トランポリン
の日＝18・25日の月曜日午後3時30分
～4時45分
※そのほかの定例行事は、同館で配布
の「じどうかんだより」や市ホームペー
ジをご覧ください。

いずれも当日会場へ
同館☎44-2150

すくすくひろばの催し（1月）
◆4カ月までの親子のつどい

19日㈫午後1時30分～3時
市内の初めて受講する4カ月までの

お子さんと保護者25組

人は国民年金に加入します。国民年金
は、老後の生活や障がいにより働けな
くなった場合などに、本人や家族を経
済的に支えます。加入届の未提出や保
険料の納め忘れがあると、年金を受け
られないことがあります。

20歳の誕生月までに武蔵野年金事務
所から郵送される加入届を市民課（市役
所1階3番窓口）または市政窓口へ（厚生
年金などの加入者を除く）
※加入届が届かない場合はご連絡くだ
さい。

同課☎内線2394、同事務所☎56-14 
11

西児童館の催し（1月）
◆乳幼児のあそびひろば

①乳幼児タイム＝開館日の午前9時
～午後1時、②サークルタイム＝月～土
曜日午前11時30分～正午、③乳幼児タ
イムスペシャル「お正月あそび」＝4日
㈪・「アスレチックで遊ぼう」＝13日㈬、
いずれも午前10時から

当日会場へ
◆幼児料理教室「りんごのケーキ」

20日㈬午後2時から、3時から
150円
エプロン、三角巾、タオル、皿、フォー

ク、飲み物
4日㈪〜18日㈪午後5時に直接また

は電話、ファクスで同館☎31-6039・
31-6261へ

同館☎31-6039
むらさき子どもひろばの催し（1月）
◆乳幼児のあそびひろば

①大型遊具で遊ぼう・ボールプール
＝月曜日午前9時～正午、②げんきっ子
ランド＝火～金曜日午前9時～10時50
分、③みんなであそぼ！＝火～金曜日
午前11時 ～11時30分（12日㈫・13日
㈬・20日㈬・21日㈭・29日㈮を除く）

0歳～就学前のお子さん
当日会場へ

◆乳幼児対象のスペシャルイベント
①変身！スペシャルバースデー＝6

日㈬・7日㈭午前11時～11時30分、②
工作「いろいろなコマをつくろう」＝9
日㈯午前10時～11時（9時45分から受
付）、③手形スタンプ＝12日・13日午
前11時～11時30分、④にこにこキッ
ズ ＝20日午前10時45分 ～ 正午（10時
30分から受付）、⑤mamaカフェ＝21
日午前10時30分～11時30分、⑥リズ
ム遊び＝29日午前11時～11時30分

①③④0歳～就学前のお子さん、②3
歳～就学前のお子さんと保護者10組、
⑤0歳～1歳6カ月のお子さんと母親15
組、⑥1歳6カ月～就学前のお子さん

お知らせ
ISO14001の認証の登録を 
更新しました
　市では人と自然が共生できるサステ
ナブル都市（持続可能な都市）の実現を目
指し、平成18年12月にISO14001（環境
マネジメントシステム）の認証を取得し、
取り組みを継続しています。認証の登録
期間は3年間で、3年ごとに更新審査が
あり、外部機関による審査を受け、シス
テムが適切に運用されているかどうかの
確認を受けることになっています。
　昨年10月29・30日、11月2日に、ISO
の審査登録機関である高圧ガス保安協
会ISO審査センターによる更新審査が
行われ、市の環境マネジメントシステ
ムが ISOの規格に適合し、全体として
有効に運用・維持されているという評
価を受けました。また、審査の過程に
おいて、不適合などの指摘事項はあり
ませんでした。

環境政策課☎内線2523
「東京における都市計画道路の整備
方針（第四次事業化計画）」（案）を 
公表しました
　市では、都市計画道路を計画的・効
率的に整備するため、東京都と連携し
ながらおおむね10年間で優先的に整備
すべき路線を定めた「事業化計画」を過
去3回にわたり策定してきました。現在、
より効率的な道路整備を推進するため、
都・特別区・26市2町が協働し、区部
と多摩地域を統合した東京全体の事業
化計画として「東京における都市計画道
路の整備方針（第四次事業化計画）」の策
定を進めています。
　昨年5月に同方針の「中間のまとめ」を
発表し、12月にみなさんからのご意見
を基にした同方針（案）を公表しました。
同方針（案）は、市ホームページでご覧
いただけます。

　市では、浸水被害軽減・環境保全のため、既存の個
人住宅や個人所有の共同住宅などへ「雨水浸透ます」の
設置事業を進めています。設置費用は市が負担します

（設置後の管理は申請者に行っていただきます）。
◆「雨水浸透ます」とは
　建物の屋根に降った雨水を、地下に浸透させるため
の設備です。集中豪雨時に、下水道管に流れ込む雨水
が減ることで、浸水被害の軽減が期待できます。また、
雨を地中へ浸透させることで地下水が豊富になり、都
市化に伴って減少してしまった井の頭池や野川沿いの湧水復活にもつながります。
※設置の条件などくわしくはお問い合わせください。

自宅に「雨水浸透ます」を設置しませんか（追加募集）
水再生課（市役所5階57番窓口）☎内線2873へ
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あて先は
各記事の申込先へ
住所の記載がないものは
〒181-8555
	 三鷹市役所○○課へ
往復はがきの場合は
返信用にも住所・氏名を
記入してください

	
	
１.	行事・事業名（希望日・コー
	 ス・回）
２.	郵便番号・住所
３.	氏名（ふりがな）
４.	年齢（学年）
５.	連絡先（電話番号・ ファク
	 ス番号、メールアドレス）
６.	そのほか必要事項（保育希
	 望の有無など）

申し込み記入例
記号の意味

主催者
日時・期間
対象・定員
場所・会場
講師　
費用（記載のないものは無料）
持ち物
申込方法
問い合わせ
保育あり



◆会場で行われる演技や展示など
・三鷹市消防団消防ポンプ自動車などに

よる分列行進、消防操法演技
・三鷹消防署、大沢地域防災対策本部、

東京消防庁災害時支援ボランティアと
の連携による一斉放水演技
・北多摩睦消防組第一区二番組による木

やり行進演技
・三鷹消防少年団・女性防災リーダーの会による規律演技
・一中吹奏楽部による演奏

・消防団員の表彰
・消防ポンプ自動車と一緒に撮れる写真撮 
　影コーナー
・昨年3月に矢吹町から50年ぶりに返還さ 
　れた三輪の消防ポンプ自動車の展示　など
※荒天や校庭の状況が不良の場合は、同校 
　体育館で式典のみ行います。

◆市内パレード
　当日は、三鷹市消防団と三鷹消防署の消防ポンプ自動車が、市役所西側道路
から午前8時30分に出発し、市内を東西に分かれて一中までパレードします。

人口と世帯　平成27年12月1日現在　（　）内は前月との増減
住民登録者数：182,785人（81人減 ）	  男：89,562人（32人減 ）／女：93,223人（49人減 ）
世帯：90,758世帯（37世帯減 ）

むさしのFM  78.2MHz
「おはよう! 三鷹市です」放送時間／月〜金曜日　10：20〜10：25 
「三鷹くちこみテレフォン」放送時間／木曜日　9：45〜9：55

〈新春特集〉清原慶子市長が語る2016年の三鷹市政

「みる·みる·三鷹」J：COMチャンネル武蔵野・三鷹（地デジ11チャンネル）
第467回（1月1日〜1月16日）

放送時間／月〜日曜日 9：00 12：30 20：00 23：30

広報
No.1562│平成28年│2016.1.1

●市役所代表電話
☎0422-45-1151

	 代表電話ダイヤル後、交換手に各課の内線
番号をお伝えください。
●困りごとの相談は 　市民相談専用電話 
　☎0422-44-6600
●あなたのご意見を 　市民の声専用FAX
　 0422-48-2810
●子どもを見守る　安全安心メールの登録
　 maam@req.jp
    あてに空メールを送信してください

市外局番のうち「0422」は省略しています。 主催者   日時・期間   対象・定員   場所・会場   講師   費用   持ち物   申込方法   問い合わせ   保育あり

チケット
お求め方法

友の会『マークル』会員募集中！　年会費／2,000円　会員特典／チケットの優先予約・割引（1公演2枚まで）・ポイントサービス、情報誌の送付、チケットの無料送付（口座会員のみ）、芸術文化センター・三鷹市公会堂レストランでの飲食代金10％オフなど。

MITAKA ARTS NEWS on TV 放映中！
財団主催の公演・展覧会情報を紹介する番組を
放映しています！地デジ11チャンネル（J:COM
チャンネル武蔵野・三鷹）で毎日放映中！（第1・
3火曜日更新）
20：15～20：25／23：45～23：55

●窓口販売 10:00〜19:00 ※年始は1月5日㈫から（美術ギャラリーは16日㈯から）開館。
月曜日休館（月曜日が休日の場合は開館し、休日を除く翌日・翌々日が休館）
芸術文化センター／三鷹市公会堂さんさん館／美術ギャラリー
※学生券をお求めの方は、公演当日学生証をお持ちください。 
※発売中のチケットについて、販売状況により完売となった場合はご了承ください。

料金500円、対象1歳～未就学児、定員10人（原則として公演の2週間前までに申し込む）
※特に記載のない場合は、公演事業は未就学児の入場をお断りしています。

●インターネット予約（要事前登録）
パソコン 	 http://mitaka-art.jp/ticket
携帯電話 	 http://mitaka-art.jp/ticket-m 
	 （座席自動採番）

（公財）三鷹市芸術文化振興財団☎47-5122
http://mitaka.jpn.org/チケットインフォメーション

●電話予約　芸術文化センター　
☎47-5122 10:00〜19:00

財団主催の公演チケットまたはチケット半券で、三鷹駅周辺の「公演チケットパートナーショップ」協力店でさまざまなサービスが受けられます（サービス有効期間は公演日から7日間）。

新春初笑い寄席 
春風亭小朝独演会 
三鷹市公会堂　光のホール
全席指定
1月16日㈯
午後1時開演
チケット発売中
（残席わずか）
会員=3,150円
一般=3,500円
学生=2,000円
高校生以下　
=1,000円

CINEMA SPECIAL
男はつらいよ　第9作～第18作　連続上映
芸術文化センター　星のホール　全席指定
1月23日㈯ 各回2本立て（昼夜入替制）
昼の部午前11時／夜の部午後4時上映開始
チケット発売中
各回　会員=900円　一般=1,000円　学生=800円
【原作・監督：山田洋次】
第9作『男はつらいよ 柴又慕情』
出演：渥美清、吉永小百合、宮口精二、佐山俊二
第10作『男はつらいよ 寅次郎夢枕』
出演：渥美清、八千草薫、田中絹代、米倉斉加年
※このシリーズは5月まで続きます。

前橋汀子　
無伴奏バイオリン・リサイタル
芸術文化センター　風のホール　全席指定　
3月6日㈰午後3時開演
チケット発売中
会員=3,600円　一般=4,000円
23歳以下=2,500円
［曲目］
J.S.バッハ：無伴奏バイオリン・パル
ティータ第3番、第2番、無伴奏バイオ
リン・ソナタ第3番ハ長調、パガニーニ：
24の奇想曲より第16番、第13番、第
17番 前橋汀子

ⓒ篠山紀信

渥美 清
ⓒ松竹株式会社春風亭小朝

新春恒例！
三鷹市消防団出初式
1月10日㈰午前10時から　 一中校庭　 当日会場へ　
防災課☎内線2283

　米谷清和（昭和22年〜）は、長く三鷹にア
トリエを構え、日展などでも活躍する日本
画家です。同じく三鷹に住んだ日本画家・
横山操（大正9〜昭和48年）の指導を受ける
ために上京した米谷は、新宿、渋谷といった
都会の日常風景を描き始めます。同展では、
それらに加え武蔵野の面影が残る三鷹周辺
を描いた作品など計47点を展示します。

「夕暮れの雨」　平成4年
雲肌麻紙・岩絵具　190×200cm
三鷹市美術ギャラリー蔵

「Phone」
昭和58年
雲肌麻紙・岩絵具
130.3×162.1cm
三鷹市美術ギャラリー蔵

「蝉の鳴く頃」
昭和60年
雲肌麻紙・岩絵具　
190×360cm

JR三鷹駅前（南口）CORAL5階☎79-0033
　 http://mitaka.jpn.org/gallery/

◇絵本のおはなし「おかいもの」
11日㈷午後2時から

◇絵本リレー
絵本リレーぷらす「さる」＝13日、絵本

リレー =20日、いずれも水曜日午後3時
30分から
◇街頭紙芝居

16日㈯午前11時30分から、午後1時から
◇ICU留学生のおはなし会

17日㈰午後1時30分から、2時30分から

星と森と絵本の家で
お正月行事を楽しもう！
特に記載のないものは当日会場へ　 同施設☎39-3401（1月5日㈫まで休館）

◇新年鏡開き
　鏡開きと、獅子舞・お囃子（は
やし）で新年をお祝いしましょう。出演は三鷹
囃子保存会のみなさん。

1月6日㈬午後0時30分～1時30分
◇春の七草スタンプラリー
　庭で春の七草を探そう！

1月6日㈬～11日㈷午前10時～午後5時
◇春の七草ガイドツアー
　七草がゆの試食もできます。

1月7日㈭午前11時～正午
※ガイドツアーの後は「おはなしばぁば
　のお正月あそびスペシャル」（午後1時から）。
◇新春あすとろかるた大会
　宇宙や天文学について楽しく描かれた「あす
とろかるた」
で、宇宙に親
しもう！

1月10日
㈰午後2時～
4時

お正月のスペシャルイベント 1月の催し

1月21日～3月17日の隔週木曜日午前
10時30分～11時30分（全5回）

2歳6カ月以上のお子さんと保護者（下
の子の同伴可）15組

1月7日㈭午前10時30分から参加者全員
の必要事項（7面参照）・お子さんの生年月
日・過去のたんけん隊参加の有無（ありの場
合は回数も）を直接またはファクスで同施設

39-3402へ（市民を優先して先着制）

幼児クラブ冬の森のたんけん隊

1月16日㈯～3月21日㉁午前10時
～午後8時（入館は7時30分まで）
※月曜日休館（3月21日を除く）。

一般600円、65歳以上・学生300円
※中学生以下・障害者手帳などをお

持ちの方は無料。
※この記事を持参の方は、一般600円を

480円に割り引きます（1回に限り2人
まで）。
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